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 この縁起物の 1 つとして、「撫牛」がある。撫牛とは、牛の像を撫でると縁起が良くな
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右の牛をうけてより初の甲子黄色染木綿のふとんに置き財布を自身縫て牛の腹に入甲
子毎に小玉銀にても一つづついくつにても納め置き其内主人又目うへの人に金銀財宝
を得て増ます納め玉へと 敬 白 
     延享三年亥十一月吉日 
                      城州伏見海道稲荷前黒門角 















































































































































































































































































































































































































─ 59 ─ 
すれば病難症傷























































































































































































他の天神社を見てみる。以下は毎日新聞東京夕刊 1994 年 9 月 2 日の記事であるが、ここで
は、天神社における大きな撫牛について記述されている。 
 
（前略）横浜市磯子区岡村 2 丁目、岡村天神のなで牛＝同（右）（下）＝８は 1909（明
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9 月 2 日の記事も鵜呑みにはできない。神牛像として造られた牛の像が後に撫牛と解釈さ
れた可能性が考えられるからだ。 
 次に、天神信仰とは関わりのない大きな撫牛について述べる。以下に引用するのは、毎
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 なで牛：還暦迎えた住民ら 90 人、千種神社に奉納－－菰野町 ／三重 
◇子供の学業成就願い 
 還暦を迎えた菰野町千種地区の住民らが 20 日、触ると学業成就や病気平癒に御利
益があるとされる「なで牛」を地元の千種神社（金津恒男宮司）に奉納した。 


































































一等 十八金製総丈五分大黒天尊像(但し俵ハ銀製) 九体 糸岐本店製作 
二等 純銀製 仝 黒天尊像 三十体 
三等 陶器製 大黒天尊像 三百体 中原師製作 
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いての現代の報告として、昭和 42 年（1967 年）に刊行された『福島県史 第 24 巻 各論




















































   当社伝未（来カ）開運撫牛縁起 
この牛を撫でさする時は、吉事未(来カ)家運上昇し火の霊に寄らるべし。 
奥州仙台領名取群南方植松邑 











































































が大きく関わっていると考えられる。例えば、昭和 14 年（1939 年）に打ち出された「物
資活用竝に消費節約の基本方針」では、不急品、不用品の活用とともに、廃品回収の実施
が指示されており３１、各家庭の撫牛が回収された可能性が考えられる。陶器として考えれ
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注 
 
                                                     
１ 茶圓直人「撫牛の初出と展開」『日本語・日本文化研究』第 29 号 2019 年 pp.350-359 
２ 保寿軒「本家伝来・開運撫牛縁起」（塩見青嵐『伏見人形』河原書店 1967 年 p44-45 所収） 
３ 木村虎悦「神授開運撫牛縁起」（注 2 と同 p46-47 所収） 





５ 注 2 と同 
６ 2020 年 8 月 3 日検索 川崎巨泉『巨泉玩具帖』第 1 巻第 6 号 人魚洞文庫データベース 
（https://www.library.pref.osaka.jp/site/oec/ningyodou-index.html）検索ワード「撫牛」 
７ 毎日新聞地方版／栃木「［渡良瀬］／７５ 両毛・史跡散歩 高鳥天満宮（板倉町）／栃木」1995




９ 毎日新聞東京夕刊「［街じゅう図鑑］臥牛」1994 年 9 月 2 日 pp.3 以下注 7 と同 
１０ 毎日新聞大阪朝刊「［雑記帳］神牛像の頭をなでる参拝者が急増－－大阪天満宮」1998 年 2 月 17
日 pp.25 以下注 7 と同 
１１ だからといって、人々の信仰心が間違っていると主張するつもりは毛頭ない。成立過程がどうで
あれ、撫牛を撫でて祈る気持ちに正当も不当もないと考えている。 
１２ 毎日新聞東京朝刊「ディスカバー東京＝牛島神社のなで牛」1971 年 7 月 14 日 pp.19 以下注 7 と同 
１３ 毎日新聞地方版／三重「なで牛：還暦迎えた住民ら９０人、千種神社に奉納－－菰野町 ／三重」
2005 年 2 月 21 日 pp.25 以下注 7 と同 
１４ 2020 年 9 月 1 日閲覧 検索ワード「撫牛」、「なで牛」「なでうし」同じ内容の記事は 1 つとした。
内訳は以下の通り。 
朝日新聞「聞蔵Ⅱビジュアル」（http://database.asahi.com/library2/main/top.php）27 件中 1 件、
毎日新聞「毎索」（注 7）9 件中 2 件、読売新聞「ヨミダス歴史館」
（https://database.yomiuri.co.jp/rekishikan/）7 件中 2 件。 
１５ 大島建彦「撫牛の縁起」『疫神と福神』三弥井書店 2008 年 pp.327-339 
１６ 大島氏は「同館の理事長の池田萬助氏からご教示いただいた」と述べているが、2019 年 5 月 13
日に筆者が同館に問い合わせたところ、同館では、現在撫牛の展示はしておらず、おそらく未整理
品のひとつであろうとのことだった。 
１７「縁喜撫牛」（注 15 と同 p337-338 所収） 
１８ 柳渓長谷川美材「開運撫牛」『柳津霊境誌』対雲閣 1913 年 pp.15 
１９ 2020 年 8 月 8 日閲覧 産経ニュース 2014 年 9 月 5 日の記事 
（https://www.sankei.com/region/news/140905/rgn1409050062-n1.html） 
２０ 注 19 と同日閲覧 やないづ観光 Navi 
（http://kankou.town.yanaizu.fukushima.jp/highlight/akabeko） 
２１ 佐藤潔『玩具と縁起』人文書院 1935 年 pp.56 
２２『福島県史 第 24 巻 各論編 10 民俗 2』福島県 1967 年 pp.627-628 
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２３ 注 19 と同日閲覧 岩角山ホームページ（http://iwatsunosan.com/about/precincts/） 
２４ 2019 年 6 月 19 日に筆者が同館に問い合わせたところ、同館では現在撫牛の展示はしておらず、
おそらく未整理品のひとつであろうとのことだった。 
２５「当社伝未（来カ）開運撫牛縁起」（注 15 と同 p.336 所収） 
２６ 斉健「開運撫牛について」『郷土なとり(1)』名取市郷土誌研究会 1986 年 pp.22-25 
２７ 注 26 と同 p.23 
２８ 網伸也「〈九州の民俗〉南九州における土人形の由来と継承－佐土原人形と帖佐人形－」『民俗文
化(28)』近畿大学民俗学研究所 2016 年 pp.35-68 
２９ 網伸也「〈東北の民俗〉東北地方の土人形の系譜と伝承」『民俗文化(27)』近畿大学民俗学研究所 
2015 年 pp.83-118 
３０ 八幡人形は現在廃絶、花巻人形は一度廃絶するも現在復興、堤人形は跡取り問題に悩まされてい
るという。（注 29 参照） 
３１ 国民精神総動員運動民衆教化動員史料集成『国民精神総動員運動Ⅲ』明石書店 1988 年 
pp.21-22 
３２ 国民精神総動員運動民衆教化動員史料集成「昭和十五年度 國民精神總動員本部事業槪要」『国民
精神総動員運動Ⅱ』明石書店 1988 年 pp.178-196 
 
